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第 61 回茨城県建設業者表彰式

「道の日」で 12 支部が道路美化活動

働い方改革へセミナー開催

各支部が技術講習会や清掃活動
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式典では、受賞した各社と技術者に大井川和彦

知事や各部局長から表彰状が授与されました。

あいさつで大井川知事は、建設業が日ごろから

県土の基盤づくりを通じ県政の推進に格別に尽

力していることに御礼を述べました。

さらに「受賞された皆さまは、優れた技術力に

より優秀な成果を収め、生産性向上、働き方改革

や労働環境改善による担い手の確保といった新

たな取り組みに果敢にチャレンジし、他の模範と

なる成果をあげられた方々であり、深く敬意を表

します。今後とも技術の研鑽に励まれるととも

に、新たな取り組みにも積極的にチャレンジして

いただき、『新しい茨城づくり』に、なお一層の

ご支援、ご協力を」と期待を寄せました。

来賓の茨城県議会の川津隆議長は、受賞者の栄

誉を称えるとともに「県議会といたしましても、

広域交通ネットワークの充実を図りますととも

に、災害に強い県土づくりを着実に推進し、県民

誰もが安全で快適に暮らせる郷土茨城の創生に

全力を尽くしてまいります。この度の栄誉を契機

に一層職務に精励され、県勢のさらなる発展のた

めご尽力を」とあいさつ。

本会の石津健光会長も「建設業協会といたしま

しても『力があり、県民が日本一幸せな県』の実

現に向けて、社会資本の整備や県民の安全・安心

の確保について、しっかりと支えてまいりたいと

考えております。受賞を契機に、ますますご活躍

されるとともに、引き続き技術の研鑽に努めら

れ、より一層発展されますようご期待を申し上げ

ます」と祝辞を寄せました。

本会からは、受賞者に記念品を贈呈しました。

県の建設業者表彰は、平成 30 年度内に完成し

た県発注工事のうち優秀な成績で施工した県内

業者を称えるものです。建設業の健全な発展のた

め、生産性の向上、働き方改革、労働環境の改善

による担い手の確保などの新たな取り組みへの

積極的なチャレンジを促進するために表彰して

います。

茨城県の令和元年度（第 61 回）～チャレンジいばらき～建設業者表彰式が８月 20 日、水戸市の
県庁講堂で開催されました。栄えある受賞者は県知事賞10社、農林水産部長賞４社、土木部長賞12社、
企業局長賞５社の合計 31 社、知事賞優秀主任（監理）技術者５人。今回で知事賞受賞が５回目となっ
た㈱中島工務店（常陸大宮支部）には特別賞も贈られました。まことにおめでとうございました。

優秀施工の31社5人に栄誉
～チャレンジいばらき～ 第61回建設業者表彰

本会の石津会長が祝辞を述べました
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受賞者が大井川知事などと記念撮影

知事表彰建設業者（10社）
建設業者名 代表者 所在地 工事名

株木 ·クボタ総建ＪＶ 株木　雅浩 水戸市 一般県道上吉影岩間線道路横
断函渠新設工事

高橋 · 本田ＪＶ 高橋　順子 水戸市 一般県道上吉影岩間線花野井
川水路ＢＯＸ築造工事

鈴縫工業㈱ 鈴木　達二 日立市 都市計画道路十王北通り線橋梁
下部工事（仮称）十王跨線橋

㈱山本工務店 山本　和男 土浦市 都和アパート15号棟建設工事

増川建設㈱ 増川　　剛 龍ケ崎市 都市公園北浦川緑地多目的広
場整備工事

㈲小池工務店 小池　隆夫 笠間市 一般国道355号道路改良舗装工事

㈱中島工務店 中島　金作 ひたちなか市 一般国道 245号道路改良舗
装工事（その 4）

常総 · 誠殖産ＪＶ 石津　正美 神栖市 主要地方道水戸神栖線鰐川橋
（Ｐ 3橋脚）耐震補強工事

㈱田口工務店 田口　誠壽 大洗町 第2号海岸防災林造成工事

細谷建設工業㈱ 細谷よしの 河内町 かんがい排水事業早井東部地
区第 2工区送水管工事

知事表彰主任（監理）技術者（5人）
氏名 所属建設業者名 工事名

成田　安側 高橋 · 本田ＪＶ 一般県道上吉影岩間線花野井
川水路ＢＯＸ築造工事

稲葉　　仁 ㈱山本工務店 都和アパート15号棟建設工事

宮本　憲浩 増川建設㈱ 都市公園北浦川緑地多目的広
場整備工事

吉沢　幹夫 常総 · 誠殖産ＪＶ 主要地方道水戸神栖線鰐川橋
（Ｐ 3橋脚）耐震補強工事

門脇　輝彦 細谷建設工業㈱ かんがい排水事業早井東部地
区第 2工区送水管工事

農林水産部長表彰建設業者（4社）
建設業者名 代表者 所在地 工事名

増子建設㈱ 増子　秀典 常陸大宮市
広域営農団地農道整備事業県
北東部 2期地区第 1－ 3－
6工区道路工事

㈱川田建材工業 川田　友正 筑西市 経営体育成基盤整備事業西田
地区第10工区幹線用水路工事

原信田建設㈱ 原信田　栄 つくばみらい市 地盤沈下対策事業小貝東部 2期地
区第 1工区中用 74号用水路工事

愛功建設㈱ 栗田　定之 大洗町 経営体育成基盤整備事業大貫 2
期地区第 7工区区画整理工事

知事表彰5回建設業者（1社）
建設業者名 代表者 所在地 受賞歴

㈱中島工務店 中島　金作 ひたちなか市 ５回目

土木部長表彰建設業者（12社）
建設業者名 代表者 所在地 工事名

大貫 · 平和ＪＶ 大貫　茂男 水戸市 一般国道245号橋梁下部工
事（湊大橋その 3）

㈱岡部工務店 岡部　英明 日立市 県南地区特別支援学校（仮称）
高等部棟増築工事

郡司建設㈱ 郡司　直美 土浦市 土浦合同庁舎第一 · 第二分庁
舎外壁改修工事

森田建設工業㈱ 大橋　一博 古河市 一級河川向堀川橋梁下部工事
（仲の橋Ａ 2橋台）

㈱篠崎工務店 篠崎　尚史 龍ケ崎市 主要地方道美浦栄線箱型函渠
新設工事

大昭建設㈱ 細谷　武史 龍ケ崎市 急傾斜指定地宮下地区急傾斜
地崩壊対策工事

㈱梅原工務店 梅原　基弘 常陸太田市 一般国道 293号橋梁下部工
事（仮称第 3号橋）

大竹建設㈱ 大竹　　光 取手市 主要地方道取手東線箱型函渠
設置工事

㈱市川造園建設 市川　秀夫 つくば市 島名 · 福田坪地区 8号街区公
園整備工事

㈱伊東建設 伊東　久夫 鉾田市 上沢海岸海岸堤防付帯施設
工事

ネモト建設工業㈱ 根本　健次 東海村 一般国道 245 号道路改良舗
装工事（その 6）

㈱新井建設工業 新井　　孝 境町 一般国道 354 号道路改良舗
装工事

企業局長表彰建設業者（4社）
建設業者名 代表者 所在地 工事名

佐々木建設㈱ 小池　文男 土浦市 県南広域水道用水供給事業天
日乾燥床築造工事（その 1）

市村土建㈱ 市村　　順 石岡市 県西広域水道用水供給事業送
水管布設（耐震化）工事

㈱鶴田組 鶴田　哲男 那珂市 那珂川工業用水道事業配水管
布設（改築）工事

㈱鹿島企業 安藤　祐章 神栖市
鹿行広域水道用水供給事業
送水管布設（耐震化）工事
（2 工区）

第61回 茨城県建設業者表彰 受賞者
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12支部が各地で道路美化活動12支部が各地で道路美化活動
8月10日「道の日」に合わせ

本会の 12 支部では、「道の日」である８月 10 日に合わせ、県内各地で茨城県土木（工事）事務所、
市町村などと共に道路美化活動や「道の日」のＰＲ活動を実施。約 2400 人が活動に汗を流しました。
活動中には住民の方から「ご苦労さま」と労いの言葉をいただきました。

水

戸

支

部

水戸市、旧内原町、笠間市、小美玉市、茨城町、
城里町、大洗町の７地区で作業を行い、約 230
人が汗を流しました。

大

子

支

部

県大子工務所や大子町と共に実施。19 社から 94
人が参加し、372 ㎏のごみを回収しました。

太

田

支

部

県常陸太田工事事務所などと協力して清掃活動
を実施。165 基、217 枚のカーブミラーを丁寧
に磨き上げました。

高

萩

支

部

県高萩工事事務所などと実施。支部からは約
150 人が参加し、路上のごみを拾い集めました。

常
陸
大
宮
支
部

常陸大宮市、那珂市、ひたちなか市、東海村の４
地区に分かれ、道路に投棄された空き缶や紙くず、
ペットボトルなどを回収しました。

鉾

田

支

部

総勢137人が参加し、２tトラック11台を投入。
45 リットルのごみ袋に可燃ごみ 60 袋、不燃
ごみ 25 袋を回収しました。
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県土木（工事）事務所、市町村と共に県土木（工事）事務所、市町村と共に
地域社会への貢献活動

潮

来

支

部

鹿嶋市建設業協同組合などと協力し、総勢 189
人が参加。可燃と不燃ごみ合わせ 60 ㎏を回収
しました。

筑

西

支

部

支部員や県筑西土木事務所の職員など約 350 人
が参加し、トラック132台を投入。可燃ごみ330袋、
不燃ごみ186 袋、立て看板２枚を回収しました。

竜
ヶ
崎
支
部

支部会員 76 人が５班を編成。県道佐貫停車場
線などで、捨てられていた空き缶やペットボト
ルなどを回収しました。

常

総

支

部

支部員 90 人、県常総工事事務所などが協力し、
下妻市、常総市、八千代町で清掃活動を行い、
可燃ごみ 110 ㎏などを集めました。

土

浦

支

部

土浦分会から 158 人、つくば分会から 157 人、
石岡分会から 88 人が参加し、清掃活動に汗を
流しました。

境

支

部

古河市、坂東市、五霞町、境町の主要 13 路線で、
支部員 48 社の 251人などが、交差点を重点的にご
みや空き缶などを回収しました。

この活動は、地域社会への貢献活動の一環として毎年行っています。各支部では「生活を守り、まち
をささえる建設業」などと書かれた旗を掲げ、「建設業協会」と名前が入った統一ベストを着用し、ごみ
拾い、除草、カーブミラー清掃、違反広告物の撤去などに取り組み、清い汗を流しました。
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効果的な対策学ぶ
労働安全研修会

働きがいある職場に働きがいある職場に働きがいある職場に
働き方改革セミナー

生産性向上など研修
建設産業育成支援セミナー

高校生の合格を支援
２級土木施工管理準備講習会

本会は、県立水戸工業高校の土木科２年生を対

象に２級土木施工管理技術検定（学科試験）受験

対策セミナーを８月５日から８日まで行い、試験

の合格を後押ししました。このセミナーは、若年

入職者の確保に向けた取り組みの一つで、工業高

校生が在学中に資格を取得することを支援するた

めに開催しました。

本会は全国建設業協会、建設業福祉共済団と共

に「労働安全を中心とした研修会」を８月 28 日、

水戸市の県建設技術研修センターで開催しました。

現場で安全管理に携わっている技術者など 60 人

が、安全衛生確保に必要な体制、リスクアセスメ

ントの必要性や作業手順書の作成などを研修し、

現場の安全確保に効果的なノウハウを学びました。

本会は「建設業における働き方改革セミナー」

を８月 22 日、水戸市の県建設技術研修センター

で開きました。講師はハタコンサルタント㈱代表

取締役の降籏達生（ふるはたたつお）氏。参加し

た経営者など約 150 人は、働き方改革を進めるた

めに必要な知識や方法などを研修し、働きがいが

ある職場づくりに努めることを学びました。

本会は日本建設情報技術センターと共催で「建

設産業育成支援セミナー」を８月９日、水戸市の

県建設技術研修センターで開きました。県土木部

が進めている生産性向上と働き方改革への取り組

み、同情報センターが分析した働き方改革にみる

建設現場の傾向と対策の説明などが行われ、最近

の地域建設業を取り巻く環境を研修しました。
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常
総
支
部

常総支部（中川原勇支部長）は７月 17 日、
現場代理人などを対象とした現場見学会を開
催。約 50 人が参加し、ひたちなか市の㈱小松
製作所の茨城工場を見学しましたほか、水戸市
のコマツ茨城㈱でＩＣＴ施工を体験しました。

潮
来
市
部

潮来支部（松﨑里志支部長）は、地元で開か
れる「潮来祇園祭礼」「茨城国体」を控え、潮
来駅周辺の道路環境美化活動を７月 24 日に行
いました。潮来支部からは 16 事業所 34 人が
参加し、清掃活動に汗を流しました。

水
戸
支
部

水戸支部（尾曽正人支部長）は７月 23 日、
県水戸土木事務所などと工事現場担当技術者研
修会を水戸市の県建設技術管理センターで開
催。約 180 人が参加し、労働安全衛生法や除
草機械の操作方法などについて学びました。

高
萩
支
部

高萩支部（秋山光伯支部長）は７月 22 日、
県が担い手確保のために実施する工事の実施要
領に関する説明会を支部会館で開催しました。
ＩＣＴ活用促進工事や完全週休２日制促進工
事、快適トイレ普及促進工事などについて理解
を深めました。

建設機械など
現場見学会

地元祭りや国体を控え
潮来市で美化活動

安全作業へ意識高揚
技術者研修会を開催

担い手確保へ
ＩＣＴ・週休２日を促進

支部活動報告

水
戸
支
部

水戸支部（尾曽正人支部長）は８月２日、安
全対策研修会を水戸市の県建設技術研修セン
ターで開催しました。事業主や安全管理担当者、
現場代理人や現場担当者などが安全対策のポイ
ントなどを学び、安全への意識を高めました。

潮
来
支
部

潮来支部（松﨑里志支部長）は８月 28 日、
鹿嶋市内で道路環境美化活動に汗を流しまし
た。鹿島神宮の祭事（９月）、国体開催、オリ
ンピック開催を控えている鹿嶋市のきれいなま
ちづくりの一環として作業に励みました。

安全対策研修会を開催
災害の仕組みや防止策学ぶ

鹿嶋市内で道路美化活動
きれいなまちづくりに貢献
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建退共は建設業で働く労働者のための退職金制度です建退共は建設業で働く労働者のための退職金制度です共は建設業で働く労働者のための退職金制度共は建設業で働く労働者のための退職金制度
独立行政法人 勤労者退職金共済機構
建設業退職金共済事業本部

建退共茨城県支部
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ちょっと一言

近年頻発する異常気象による豪雨や災害。毎
年、この時期になるとテレビのニュースに釘付けに
なっている。全国各地で死者も出ている。被害を
最小限にするには、常日頃から避難方法について
考えておくことが必須になる。

私も含めてですが、各ご家庭で災害時の避難方
法について、もう一度考え、家族で話し合ってみま
しょう。� （Ｋ）

会員の動向

〈代表者変更〉
▽高萩支部
　東海建設㈱　山本　武  →  山本  淳一
▽竜ケ崎支部
　㈱平川建設　平川　孝  →  平川  智美

〈住所変更〉
▽高萩支部
　東海建設㈱
　北茨城市大津町2360 
　　　　　　→ 北茨城市大津町1367-2

工事現場を体感！
夏休み親子見学会を開催

本会は８月 23 日、「親子で感じる建設業の魅

力！夏休み建設業親子見学会」を開催。水戸法務

総合庁舎（水戸市）の建設現場やコマツ茨城工場

（ひたちなか市）などを見学してもらい、建設産

業の魅力と役割について理解を深めてもらいま

した。小学生と保護者 19 組 38 人が参加しました。

水戸法務総合庁舎の工事現場では重機が実際

に動いている現場を見学したほか、ＶＲで重機を

動かすゲームなどを楽しんでもらいました。

コマツ茨城工場では大型のホイールローダー

の組立工程などの見学、重機試乗を行いました。

さらに、ミニ消波ブロック制作も体験してもらい

ました。
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